
　

北
海
道
在
住
の
芳
賀
淳
子
氏
が
書
か

れ
た
絵
本
『
ア
ル
バ
ー
タ
山
の
ピ
ッ
ケ
ル

も
の
が
た
り
』
を
紙
芝
居
に
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
こ
れ
を
子
供
た
ち
に
見
て
も
ら

い
、
少
し
で
も
山
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
紙
芝

居
を
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
て
き
な
絵
本
を
紙
芝
居
に
　
︱
経
過
報
告
︱

　

芳
賀
淳
子
さ
ん
著
作
の
絵
本
『
ア
ル
バ
ー
タ
山
の

ピ
ッ
ケ
ル
も
の
が
た
り
』
を
紙
芝
居
に
と
思
っ
た
の

は
、札
幌
の
芳
賀
家
を
訪
ね
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。

絵
本
の
原
画
を
拝
見
し
、
や
わ
ら
か
な
色
合
い
の
水

彩
画
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、「
紙
芝
居
」
に
し
て

も
っ
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て
は
ど
う
か
、

と
お
勧
め
し
た
の
で
す
が
、
淳
子
さ
ん
は
た
ぶ
ん
困

惑
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。

　

絵
本
は
評
判
が
よ
く
、
残
り
少
な
い
在
庫
の
一
冊

を
分
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
に
は
こ
ん
な
素
敵

な
物
語
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
、
そ
し
て
多
く
の

子
ど
も
に
山
へ
の
関
心
を
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
ら
と
の

思
い
を
持
ち
な
が
ら
十
年
近
く
過
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
絵
本
は｢

山
の
文
化
館｣

蔵
書
と
し
て

収
め
ら
れ
ま
し
た
。　

そ
し
て
、
紙
芝
居
に
す
る
手

立
て
に
つ
い
て
相
談
、
原
画
の
元
版
さ
え
使
用
で
き

れ
ば
手
作
り
も
可
能
と
の
結
論
を
得
ま
し
た
が
、
著

作
権
や
版
権
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
聞
こ
う
会
講
師
と
し
て
来
館
の
知
人
、
荒
井

正
人
さ
ん
（
日
本
山
岳
会
図
書
委
員
）
に
相
談
、
芳

賀
さ
ん
の
意
向
打
診
を
依
頼
し
、
快
い
承
諾
が
得
ら

れ
、館
の
事
業
と
し
て
の
取
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

著
者
の
意
向
を
確
認
す
る
何
度
か
の
メ
ー
ル
で
、
絵

本
の
元
版
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
入
手
で
き
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
が
、
手
作
り
の
紙
芝
居
が

で
き
ま
し
た
。

　

制
作
の
過
程
で
、
著
者
の
提
供
の
新
た
な
資
料
を

加
え
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
ス
ラ
イ
ド
も
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
広
く
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
経
過
報
告
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
大
庭 

保
夫
）

　

令
和
五
年
十
月

二
十
一
日
、
講
師
に

萩
原
浩
司
氏
（
山
と

溪
谷
社
）
を
招
い
て

「
深
田
久
弥
と
日
本
百
名
山
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
、
引
き
続
い
て
、
深
田
久
弥
と
ゆ
か
り
の
あ
る
秋

山
泉
、
大
久
保
博
、
中
川
博
人
の
三
氏
を
交
え
て
座

談
会
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
聞
き
ご
た
え
の
あ
る

内
容
で
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の
聴
衆
を
満
足
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
た
。
講
演
会
の
前
に
は
、「
深
田
久
弥

と
百
名
山
俳
句
大
会
」入
賞
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
た
。
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五
万
分
の
一
地
形
図
「
丹
波
」
と
「
谷
村
」
を
貼
り

合
わ
せ
た
嵩
高
い
一
枚
が
あ
っ
た
。
広
げ
て
み
る
と

通
常
の
一
・
五
枚
分
の
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
面
に
、
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
と
ペ
ン
で
の
多
く
の
書

き
込
み
が
あ
っ
た
。
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
初
鹿
野
か

ら
嵯
峨
塩
鉱
泉
を
経
て
雁
ヶ
腹
摺
、
小
金
沢
山
、
大

菩
薩
峠
へ
と
辿
り
、
雲
峰
寺
が
あ
る
裂
石
に
至
っ
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
の
国
道
四
一
一
号
線
に
も
引
か

れ
て
お
り
、
地
図
の
北
か
ら
南
の
端
ま
で
赤
い
線
が

引
か
れ
て
い
る
。
地
名
で
は
「
は
じ
か
の
」「
嵯
峨

塩
鉱
泉
」「
さ
さ
ご
」
を
赤
鉛
筆
で
囲
ん
で
あ
る
。

書
き
込
み
に
至
っ
て
は
、大
菩
薩
峠
付
近
だ
け
で
も
、

妙
見
ノ
頭
、
親
不
知
、
熊
沢
、
小
菅
大
菩
薩
峠
、
天

狗
棚
山
、
鏡
平
な
ど
地
理
院
の
地
形
図
に
表
記
さ
れ

て
い
な
い
地
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
一

面
に
わ
た
っ
て
、
山
、
尾
根
、
谷
の
名
が
び
っ
し
り

と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
現
物
を
お
見
せ
す
る
機
会

を
作
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
、
な
ん
と
、『
日
本
百

名
山
』「
大
菩
薩
岳
」
の
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
五
月
、
第
一
高
等
学
校

時
代
の
山
行
の
ル
ー
ト
の
よ
う

で
あ
る
。
大
正
十
五
年
に
は
、

逆
に
大
菩
薩
峠
か
ら
小
金
沢
連

嶺
を
歩
い
て
い
る
。
ま
た
、
久

弥
は
他
に
も
昭
和
三
十
一
年

（
一
九
五
六
年
）
に
大
菩
薩
峠

に
登
っ
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
裂
石
か
ら
上
日
川
峠

を
経
て
大
菩
薩
峠
に
登
り
、
石
丸
峠
か
ら
日
川
源
頭

に
下
り
日
川
沿
い
の
道
を
た
ど
り
嵯
峨
塩
鉱
泉
か
ら

初
鹿
野
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
山
行
は
『
山
が
あ
る

か
ら
』
の
「
大
菩
薩
峠
」
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
あ
た
る
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
見
当
た
ら
な
い
。

編
集
後
記
〜

　

国
民
文
化
祭
に
明
け
暮
れ
た
一
年
が
終
わ
り
、
心
新
た

に
冬
号
を
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
地
震
が
襲
っ
て
き
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
と

恐
怖
を
感
じ
た
。
能
登
の
惨
状
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。

早
く
平
穏
な
日
常
が
戻
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。　

 

Ｙ

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
24
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一
月
二
十
六
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
阿
寒
岳
」

　 

二
月
二
十
三
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
会
津
駒
ヶ
岳
」

　 

三
月
二
十
二
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
乗
鞍
岳
」

　　
●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
読
書
会
の
お
誘
い

聞
こ
う
会
は
リ
モ
ー
ト
で
二
会
場
形
式
に

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。　
（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房 

他

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

●
聞
こ
う
会
予
定

■
一
月
二
十
一
日
（
日
）

演
題
：
ア
ル
バ
ー
タ
山
の
ピ
ッ
ケ
ル
も
の
が
た
り

講
師
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

　
■
二
月
十
八
日
（
日
）

演
題
：
遭
難
防
止
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

講
師
：
飛
弾 

晶
夫 

氏
（
富
山
県
警
察
山
岳
警
備
隊
長
）

　
■
三
月
十
七
日
（
日
）

演
題
：
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
の
た
の
し
み

講
師
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

深
田
久
弥
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
本

　

深
田
久
弥
と
言
え
ば
『
日
本
百
名
山
』
と
い
う
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、久
弥
に
と
っ
て
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」

が
人
生
を
通
し
て
の
一
大
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
研
究

の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
多
く
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
文
献
が

九
山
山
房
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
も
と
に
書
か
れ
た
『
岳
人
』
の
連
載
と
そ
の
集
大

成
で
あ
る
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
』、そ
の
ほ
か
に
『
ヒ

マ
ラ
ヤ
―
山
と
人
―
』、『
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
史
』
が
あ

る
。
そ
し
て
、
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
踏
査
行
か

ら
帰
っ
て
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
著
書
を
発
表
し

た
。『
雲
の
上
の
道
』（
深
田
久
弥
）、『
氷
河
へ
の
旅
』

（
深
田
、風
見
）、『
ヒ
マ
ラ
ヤ
画
集
』（
山
川
雄
一
郎
）、

『
ネ
パ
ー
ル
の
山
と
人
』（
風
見
武
秀
）、『
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
旅
』(

古
原
和
美)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
を

ま
と
め
て
資
料
文
献
室
に
展
示
し
て
い
る
。


